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肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
移
行
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
肝
炎
。
し
か
し
、
感
染

に
気
付
い
て
い
な
い
人
や
治
療
を
受
け
て
い
な
い
人
が
少
な
く
な
い
と
推
定
さ

れ
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
厚
生
労
働
省
は
啓
発
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

医学講座 ７月2４日（月）13：00 ～ 14：00

湘南東部総合病院 　呼吸器科  梅田 真之 医師　 

知っておきたい！呼吸器系の病気について！～いろいろな呼吸器系疾患の症状と治療について～

　知っていそうで知らなかった様々な
呼吸器系の疾患～病気についての症状
と治療方法、また予防のお話しを各疾
患別にわかりやすく説明いたします。
みなさまご自身の健康やご家族・お友
達のための知識として話をお聞きいた
だければと思います。

会場：湘南東部総合病院 東館 1 階 講堂
茅ヶ崎市西久保 500　お問合せ ☎ 0467-89-3633（地域連携室）

 ◇次回の予告
　８月下旬　開催予定

 

熱
中
症
に
は
慢
性
型
も

　
　

 

す
っ
き
り
し
な
い
体
調
が
続
き
ま
す 　

　

熱
中
症
は
夏
の
厳
し
い
暑
さ
に
伴
う
急
性
脱
水

状
態
で
す
。
し
か
し
慢
性
経
過
も
と
る
こ
と
が
あ

り
、
疲
労
、
気
分
不
快
、
ふ
ら
つ
き
、
食
欲
不
振
、

不
眠
な
ど
の
お
悩
み
が
続
き
ま
す
。

　

暑
く
な
れ
ば
汗
を
か
き
、
そ

の
結
果
体
液
が
濃
く
な
れ
ば
の

ど
が
渇
き
水
を
飲
む
。
こ
れ
が

健
常
者
の
対
応
で
す
。
暑
さ
の

セ
ン
サ
ー
が
乱
れ
、
体
温
の
異

常
・
脱
水
状
態
と
な
る
病
気
が

熱
中
症
で
す
。
急
性
で
軽
度
で

あ
れ
ば
、
体
を
冷
や
し
水
分
補

給
す
る
と
元
に
戻
り
ま
す
。

　
慢
性
型
の
熱
中
症
が
あ
る

　

暑
さ
の
セ
ン
サ
ー
に
応
じ
た

調
節
を
自
律
神
経
が
行
い
ま

す
。
暑
い
環
境
に
何
度
も
置
か

れ
る
こ
と
で
、
二
種
類
の
自
律

神
経
バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
、
不
定

愁
訴
（
多
岐
多
彩
で
何
げ
な
い

自
覚
症
状
）
が
だ
ら
だ
ら
と
続

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
上
の
表

の
よ
う
な
様
々
な
背
景
を
持
つ

人
は
、
慢
性
型
熱
中
症
に
か
か

り
や
す
い
の
で
す
。

　
ま
ぎ
ら
わ
し
い
他
の
病
気

　

自
律
神
経
バ
ラ
ン
ス
乱
れ
の

原
因
は
、
慢
性
型
熱
中
症
に
限

り
ま
せ
ん
。
時
差
ぼ
け
、風
邪
、

更
年
期
、
う
つ
病
な
ど
の
精
神

疾
患
、
知
人
が
が
ん
に
な
っ
た

な
ど
の
理
由
に
よ
る
心
気
症
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
、

検
査
を
し
て
も
異
常
は
表
れ
ま

せ
ん
。
問
診
や
診
察
が
慢
性
型

熱
中
症
か
ど
う
か
の
診
断
に
は

重
要
で
す
。

熱中症の本態は
自律神経バランスの乱れ

１ 加齢、生活リズムの乱れ、飲
　 水控えなどが背景
２ 度重なる炎熱環境により体の
　 対応が鈍化して発症
３ 脱水状態（体液の乱れ）は氷
　 山の一角に過ぎず
４ 交感神経と副交感神経のバラ
　 ンスが乱れる
５ 血管の開閉、平滑筋・心筋の
　 働きが環境変化に瞬時に対応
　 できなくなる
６ 不眠、ほてりや肩こり、胃腸
　 障害、動悸などを生ずる
７ 慢性型熱中症はバランスの乱
　 れが何日にもわたり発生
８ すっきりしない体調、不定愁
　 訴が続く原因は、慢性型熱中
　 症以外にもある

　
「
点
滴
で
体
液
バ
ラ
ン
ス
を
補
正
し
ま
し
ょ
う
。
数

日
の
入
院
で
起
床
、
食
事
の
リ
ズ
ム
を
リ
セ
ッ
ト
し
、

体
調
の
乱
れ
を
戻
し
ま
し
ょ
う
。
心
配
な
病
気
に
よ
る

乱
れ
を
除
外
し
ま
し
ょ
う
。
慢
性
型
熱
中
症
を
治
し
、

こ
の
夏
を
ス
ッ
キ
リ
お
過
ご
し
下
さ
い
」
と
、
茅
ヶ
崎

中
央
病
院
の
院
長
代
行
、山
田
春
木
医
師
は
語
り
ま
す
。

　
点
滴
で
乱
れ
を
補
正

　
「
慢
性
型
熱
中
症
の
主
役
は

体
液
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ
＝
脱
水

で
す
。
水
分
を
飲
ん
で
も
脱
水

は
補
正
さ
れ
ま
す
が
、
点
滴
は

速
や
か
で
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
思
い
切
っ
て
数
日
入
院

す
る
と
、
見
違
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
生
体
時
計
は
毎
朝
時

刻
合
わ
せ
さ
れ
る
の
で
、
規
則

見
ま
す
。
心
臓
の
働
き
が
低
下

し
て
い
な
い
か
生
理
学
的
検
査

も
重
要
で
す
。
暑
い
季
節
に
体

調
を
崩
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
検
査

で
異
常
が
な
け
れ
ば
、
慢
性
型

熱
中
症
な
ど
が
疑
わ
れ
ま
す
」

　
熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

　
「
熱
中
症
は
急
性
で
も
、
幼

児
や
高
齢
者
だ
と
命
に
関
わ
り

か
ね
ま
せ
ん
。
と
く
に
高
齢
者

は
、
室
温
が
30
℃
を
超
え
た
ら

エ
ア
コ
ン
を
入
れ
、
暑
い
季
節

は
午
前
中
に
日
頃
よ
り
も
湯
飲

み
１
、２
杯
余
分
に
水
か
お
茶

を
飲
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
朝

２
番
目
以
降
の
尿
の
濃
さ
に
注

目
を
。
濃
い
場
合
は
熱
中
症
の

疑
い
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
慢

性
型
熱
中
症
に
対
し
て
は
、
わ

た
し
は
漢
方
薬
を
処
方
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」。

■
茅
ヶ
崎
中
央
病
院　

☎

０
４
６
７
―
８
６
―
６
５
３
０

正
し
い
起
床
、
食
事
が
何
よ
り

の
お
薬
で
す
。

　

当
院
・
総
合
診
療
科
に
ご
相

談
下
さ
い
。
細
や
か
な
問
診
と

対
応
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
」

　
慢
性
型
熱
中
症
で
の
検
査

　
「
採
血
検
査
で
は
脱
水
の
程

度
、
自
律
神
経
バ
ラ
ン
ス
を
乱

す
よ
う
な
進
行
し
た
肝
臓
病
、

腎
臓
病
が
隠
れ
て
い
な
い
か
を

山田　春木　院長代行
( やまだ　はるき )
茅ヶ崎中央病院

【総合診療科、内科】

７
月
28
日
は
世
界
肝
炎
デ
ー  

  

適
切
な
検
査
と
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
　
　

         

世
界
で
肝
炎
の
啓
発
活
動
が
加
速
し
て
い
ま
す

　
「
知
っ
て
、
肝
炎
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
有
名
な
小
室
哲
哉
さ
ん

は
、
厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る

「
知
っ
て
、
肝
炎
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
肝
炎
対
策
大
使
で
す
。

　

２
０
１
６
年
に
作
成
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
ソ
ン

グ
「
笑
顔
の
明
日
」
は
小
室
哲

哉
さ
ん
が
作
詞
・
作
曲
し
ま
し

た
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
は
、

杉
良
太
郎
を
は
じ
め
瀬
川
瑛

子
、
山
本
譲
二
、
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

な
ど
の
大
物
歌
手
、タ
レ
ン
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
総
勢
40
名

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
適
切
な
検
査
と
治
療
を

　

日
本
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

感
染
者
は
Ｂ
型
が
１
１
０
～

１
４
０
万
人
、
Ｃ
型
が
１
９
０

～
２
３
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
国
立
国
際
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
・
肝
炎
情
報
セ
ン

タ
ー
）。
問
題
は
、
自
分
自
身

が
感
染
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
方
や
、
認
識
は
あ

る
も
の
の
自
覚
症
状
が
な
い
た

め
治
療
を
受
け
て
い
な
い
方
が

ま
だ
大
勢
い
る
こ
と
で
す
。

　

適
切
な
検
査
・
治
療
を
受
け

な
い
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
と
い

う
深
刻
な
症
状
へ
と
移
行
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
年
間
約
４
万
人
が

肝
臓
病
で
死
亡
し
、
そ
の
う
ち

約
３
万
５
千
人
が
肝
臓
が
ん
で

死
亡
し
て
い
る
の
で
す
。

　

７
月
28
日
は
世
界
保
健
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
制
定
の
「
世
界
肝

炎
デ
ー
」
で
、
こ
の
日
は
「
日

本
肝
炎
デ
ー
」
で
も
あ
り
ま

す
。
７
月
28
日
を
含
む
１
週
間

(

月
～
日
曜
日)

は
肝
炎
週
間

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
心
配

な
方
は
ぜ
ひ
検
査
を
受
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
専
門
医
の
い
る
医

療
機
関
の
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

肝
臓
病
セ
ン
タ
ー
の
診
療
実
績

 

「
３
年
間
に
約
７
０
０
人
の
方
を
診
療
し
て
い
ま
す
」

　

取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院
　
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー

　

肝
疾
患
全
般
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
か
ら
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
ま
で
診
断

と
治
療
を
行
っ
て
い
る
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー
。
メ
デ
ィ
カ
ル

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
と
協
力
し
な
が
ら
、
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
20
年
の
実
績
を
持

つ
肝
臓
病
専
門
医
、
平
野
克
治
・
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー
長
に
伺
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
に
新
設
さ

れ
た
肝
臓
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、

３
年
間
で
約
７
０
０
人
の
肝
臓

疾
患
の
方
を
診
察
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
型
肝
炎
、
Ｂ
型
肝
炎

　

Ｃ
型
肝
炎
は
、
過
去
３
年
間

で
５
９
９
人
の
方
に
Ｈ
Ｃ
Ｖ
抗

体
の
陽
性
を
指
摘
し
、
そ
の
う

ち
１
３
５
人
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
フ
リ
ー
治
療
を

実
施
、
う
ち
１
３
０
人
の
方
で

ウ
イ
ル
ス
の
消
失
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

Ｂ
型
肝
炎
で
定
期
的
に
通
院

さ
れ
て
い
る
方
が
85
人
い
ら
し

て
、
う
ち
バ
ラ
ク
ル
ー
ド
投
与

さ
れ
て
い
る
方
が
23
人
、
テ
ノ

ゼ
ッ
ト
投
与
さ
れ
て
い
る
方
が

４
人
、
ペ
ガ
シ
ス
を
投
与
さ
れ

た
方
が
１
人
い
ま
す
。 

　
自
己
免
疫
肝
疾
患
、
代
謝
性
肝
疾
患

　

自
己
免
疫
肝
疾
患
で
は
、
原

発
性
胆
汁
性
胆
管
炎（
Ｐ
Ｂ
Ｃ
）

20
人
、
自
己
免
疫
性
肝
炎
（
Ａ

Ｉ
Ｈ
）
17
人
、
原
発
性
硬
化
性

胆
管
炎
（
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
２
人
の
方

が
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
謝
性
肝
疾
患
と
し
て
、
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
（
非
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂

肪
肝
炎
）
23
人
、
ア
ル
コ
ー
ル

性
54
人
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
病
１
人

の
方
が
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
肝
が
ん

　

肝
が
ん
で
は
、
計
77
人
の
方

の
治
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

（
内
訳
は
、
右
表
参
照
）。

　
疾
病
予
防
施
設
と
の
協
力

　

ま
た
、
当
院
で
は
、
疾
病
予

防
施
設
（
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ふ
れ
あ
い
）
と
協
力
し

て
、
肝
疾
患
の
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア

に
つ
い
て
、
筋
肉
量
と
肝
疾
患

に
予
後
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
治
療

や
予
防
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

検
診
で
肝
機
能
異
常
、
肝
腫

瘤
を
指
摘
さ
れ
た
方
、
肝
疾
患

で
お
悩
み
の
方
は
、
遠
慮
な
く

肝
臓
病
セ
ン
タ
ー
を
受
診
く
だ

さ
い
。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院
☎

０
４
６
７
―
８
３
―
９
１
１
１

湘南東部総合病院　肝がんの治療実績

平野　克治　医師
( ひらの　かつはる )
湘南東部総合病院

【肝臓病センター長】

正 非 さがみ野駅

さがみ野中央病院

看護師・准看護師・看護助手・医療事務・
作業療法士・理学療法士

【職種】① 看護師　② 准看護師　③ 看護助手　④ 医療事務　
　　   ⑤ 作業療法士　⑥ 理学療法士

【給与】（月給例は、経験１０年）
　　　① 355,700 円（夜勤含）　時給 1,500 円
         ② 298,600 円（夜勤含）   時給 1,200 円
         ③ 230,400 円（夜勤含）  時給 1,100 円
　      ④ 198,500 円  ⑤ 302,400 円　
　　　⑥ 302,400 円
★ブランクのある方も歓迎　★院内保育所有り、車通勤可、交通費全額支給（上限 5 万円まで）
　非常勤は勤務日、勤務時間応相談

☎０４６－２３３－５１１０ 問い合わせ：（総務課）阿部
〒２４３－０４０１神奈川県海老名市東柏ケ谷６－２０－２０

医療法人社団

さがみ野駅から徒歩 5 分、車通勤可で通勤に便利

★ 茅ヶ崎駅より無料シャトルバスあり　★ブランクのあるかたでも大歓迎
★車通勤可能　★院内保育所あり

茅ヶ崎駅前からシャトルバスあり。
正 非 看護師・介護福祉士・介護士・保育士

医療法人社団
康 心 会 湘南東部総合病院 ☎ 0467-83-9111

〒 253-0083　茅ヶ崎市西久保 500　看護部：露木　事務コメディカル：飯田

【職種】① 看護師 ② 介護福祉士 ③ 介護士 ④ 保育士
【給与】　（月給例は、経験 10 年）
　　　 ① 355,700 円  　　  時給 1,500 円
    　　  　　　　  　 （夜勤 )1 回 24,000 円〜
　　　 ②  時給 1,300 円　③  時給 1,200 円
          ④  時給　950 円

茅ヶ崎駅

「
細
や
か
な
問
診
と
対
応
を
地
域
の
病
院
で
」

　
　

点
滴
、
短
期
入
院
が
慢
性
型
熱
中
症
に
有
効

取
材
協
力
／
茅
ヶ
崎
中
央
病
院
　
山
田 

春
木 

院
長
代
行



2

めかじきのレモン味噌焼き
　  めかじき　　 70g

　  酒　　　　    5cc
味噌　　   4g
砂糖　　   2g

レモン汁   3cc

ゴーヤとコーンのツナサラダ
　　ゴーヤ　　　1/4 本
　　ツナ　　　　15g
　　生ねぎ         10g
　　
みょうがと大葉の冷ややっこ

モロヘイヤの味噌汁

 【材料（１人分）】

湘南ふれあいの園 検索

〈お申込み・お問合せ〉
湘南ふれあいの園 湘南東部
〒253-0083 茅ヶ崎市西久保745

TEL.O467−57−６050

　

骨
折
や
神
経
難
病
、
人
工
透

析
、
脳
卒
中
な
ど
の
た
め
に
長

期
療
養
を
必
要
と
す
る
方
の
医

療
や
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
の

生
活
へ
戻
る
た
め
の
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入

れ
て
い
る
茅
ヶ
崎
新
北
陵
病

院
。
排
尿
が
う
ま
く
行
か
な
い

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
方

も
多
く
入
院
し
て
い
て
、
高
橋

医
師
が
担
当
し
ま
す
。

　

身
体
の
中
の
老
廃
物
な
ど
を

外
に
出
す
た
め
、
排
尿
と
排
便

は
人
が
生
き
て
い
く
上
で
大
切

な
行
為
で
す
。
高
橋
医
師
は
排

尿
に
関
す
る
病
気
や
泌
尿
器
が

専
門
。「
尿
に
関
す
る
病
気
は
、

高
齢
者
や
病
気
の
方
の
生
活
の

質
を
左
右
す
る
と
て
も
大
き
な

問
題
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
加
齢
に
と
も
な
っ

て
、
男
性
の
場
合
は
前
立
腺
肥

大
や
前
立
腺
が
ん
、
男
女
問
わ

ず
に
泌
尿
器
の
が
ん
や
尿
失
禁

な
ど
、
病
気
や
障
害
に
悩
ま
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
原
因
は
患
者
様
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
膀
胱
や
尿
道

の
病
気
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
で
す
し
、
け
が
や
脳
の
病

気
な
ど
の
後
遺
症
と
し
て
尿
の

ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
原
因
で
あ
っ
て

も
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
生
活

の
質
の
向
上
の
た
め
、
内
科
お

よ
び
泌
尿
器
科
医
と
し
て
お
力

に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
大

き
な
手
術
な
ど
は
外
科
系
の
領

域
で
す
が
、
日
常
生
活
の
面
倒

を
み
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
、

内
科
系
で
す
」

　

高
橋
医
師
は
内
科
系
の
入
院

患
者
も
担
当
し
ま
す
。
神
奈
川

県
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
や
、
横
浜
市
立
脳
卒

中
・
神
経
脊
椎
セ
ン
タ
ー
で
の

経
験
が
、
茅
ヶ
崎
新
北
陵
病
院

で
も
活
き
て
い
ま
す
。

　
「
泌
尿
器
科
は
外
来
診
療
も

行
い
ま
す
の
で
、
前
立
腺
が
ん

や
腎
が
ん
な
ど
の
早
期
発
見
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
、
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
泌
尿
器
の
病
気

も
早
期
発
見
と
治
療
が
大
切
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　

休
み
の
日
は
ど
う
過
ご
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
「
仕

事
が
忙
し
い
と
は
い
え
、長
年
、

迷
惑
を
か
け
て
き
た
の
で
」と
、

こ
の
頃
は
休
日
に
は
家
族
サ
ー

ビ
ス
に
励
げ
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

泌
尿
器
は
生
活
の
質
を
大
き
く
左
右
し
ま
す

高橋　俊博（たかはし　としひろ）

茅ヶ崎新北陵病院【泌尿器科】
医学博士
日本泌尿器科学会認定 専門医・指導医

　「『
あ
な
た
ら
し
い
人
生
』
を
応
援
し
ま
す
！
」　　
　

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茅
ヶ
崎
新
北
陵
病
院　
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ　

  　
　
主
催  

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園

こ
れ
で
安
心
！
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方

　
　
　
　
　
　
　

７
月
29
日
 
藤
沢
で
無
料
開
催

北 口
三井住友銀行

さいか屋

ビッグカメラ

JR藤沢駅

北 口

小田急

小田急 藤沢駅

南 口

藤沢0PA

藤沢名店ビル

　

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
は
、
無

料
セ
ミ
ナ
ー
「
こ
れ
で
安
心
！ 

老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」
を
開

催
し
ま
す
。
日
時
は
７
月
29
日

㈯ 

13
時
30
分
～
15
時
15
分
、

会
場
は
藤
沢
名
店
ビ
ル
。
定
員

は
20
名
（
先
着
申
込
順
）。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
特

養
、
老
健
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
「
老
人
ホ
ー
ム
の
種
類
と

違
い
・
現
状
」、「
在
宅
と
施
設

入
居
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
」、「
費
用
と
資
金
計
画
」
に

つ
い
て
、「
難
し
い
」「
複
雑
」

と
よ
く
言
わ
れ
る
部
分
に
焦
点

を
当
て
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ

て
解
説
し
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
後
に
、
希
望
者

に
は
個
別
で
入
居
相
談
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
下
記
お
電

話
で
、
お
気
軽
に
参
加
を
ご
予

約
下
さ
い
。

　モロヘイヤなどの野菜やスイカに含まれるカリウムは、体内の余分な塩分を排出させる働
きがあります。みょうがと大葉の香味を使うので、冷ややっこのしょう油を減らすことがで
きます。味噌汁は具だくさんにすることで汁を減らし、減塩しましょう（味噌汁 1杯で 1.5gの
塩分が、モロヘイヤの具だくさんで 0.8gに）。 監修・調理／管理栄養士　穴田律子

Ａ

今月の注目食材！ 【夏野菜】　

～減塩食　めかじきのレモン味噌焼き～
レモンの酸味が味を引き立て、味噌による塩分を減らせます

 （一人分 総カロリー 685㎉、塩分 2.3 ｇ）

真
夏
の
自
宅
介
護
で
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
？　

　 
 

　「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園 

湘
南
東
部
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南
ふ

れ
あ
い
の
園　

湘
南
東
部
」
で

は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
、
利
用
者
や
家
族

に
好
評
だ
そ
う
で
す
。
鈴
木
施

設
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 　
「
毎
年
７
月
、
８
月
は
、
暑

さ
で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
の
入

居
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
相
談

が
増
え
る
時
期
で
す
。
ま
た
、

ご
家
族
が
長
期
の
旅
行
を
予
定

さ
れ
る
時
期
で
も
あ
り
、
ご
両

親
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
需
要

も
増
え
ま
す
。

　

自
宅
で
ご
家
族
を
介
護
さ
れ

て
い
て
、
夏
の
暑
さ
で
体
調
面

の
不
安
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

当
ホ
ー
ム
の
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
を
、
ぜ
ひ
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
茅
ヶ
崎
市

内
は
送
迎
対
応
も
行
い
ま

す
。

 　
当
ホ
ー
ム
は
、
協
力

病
院
で
あ
る
湘
南
東
部

総
合
病
院
に
隣
接
し
、
日

ご
ろ
の
定
期
受
診
や
緊
急

受
診
な
ど
、
特
に

医
療
面
で
ご
安
心

い
た
だ
け
ま
す
。

介
護
専
用
型
有
料

老
人
ホ
ー
ム
と
も

な
っ
て
お
り
、
介

護
度
の
高
い
方
や

認
知
症
の
方
も
安

心
し
て
お
暮
し
い

た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
理
学
療
法
士
が

常
駐
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

入
居
な
ど
を
ご
検
討
の
際
に

も
、
ま
ず
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

で
、
当
ホ
ー
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を

ご
体
験
く
だ
さ
い
。
長
期
の
ご

利
用
に
つ
い
て
も
、
電
話
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園　
湘
南

東
部　
☎
０
４
６
７
―
５
７
―

６
０
５
０

涼
を
呼
ぶ
中
庭

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

140kcal 塩分０.7g
付け合わせ
　オクラ　  　 　 1 本
　ミニトマト　　 2 個
　レモンスライス 1 枚

135kcal 塩分 0.4g
　コーン缶　　　10g　 
　塩、こしょう　少々
　マヨネーズ　　10g

　58Kcal 塩分 0.4g
　
　28kcal 塩分 0.8g

【作り方】

くだものに、すいか（１切 70g 22kcal）
をそえて、バランスのよい食事を。

① 酒をふっためかじきを、オーブンで
　 10 分ほど焼いてからＡを塗り、中
　 に火が通るまでさらに５分ほど焼く
② オクラはゆでておく
③ 器にめかじきを盛り付け、付け合せ
　 のオクラ、ミニトマトとレモンスラ
　 イスを飾る

① ゴーヤは縦半分に切ってから種を取
　 り、薄切りにしてからサッと茹で、　
　 水にさらしてから軽くしぼる
② 玉ねぎは薄切りにして、水にさらし
　 てから軽くしぼる
③ ゴーヤ、玉ねぎ、コーン缶、ツナを
　 混ぜて、マヨネーズと塩こしょうで
　 味付けする

　

茅
ヶ
崎
新
北
陵
病
院
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、
誰
も
が
高
齢
に
な
っ
て
も

地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
の
相
談
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

作
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
荒
井
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
連
携
を
取
っ
て
支
援
し
ま
す

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援

専
門
員
）
が
在
籍
し
、
介
護
の

相
談
や
、
介
護
保
険
の
代
行
申

請
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の

作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
、
住
民
票
の
あ

る
行
政
に
「
要
介
護
認
定
」
の

申
請
を
行
い
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、

申
請
の
段
階
か
ら
ご
相
談
に
の

り
、お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

　

当
事
業
所
は
、
茅
ヶ
崎
市
・

寒
川
町
・
藤
沢
市
・
平
塚
市
と
、

広
域
の
ご
利
用
者
に
対
し
て
、

ベ
テ
ラ
ン
の
常
勤
６
名
の
女
性

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
写
真
・
左

上
）
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
新
北
陵
病
院
１
階

に
事
務
所
が
あ
り
ま
す
が
（
写

真
・
右
下
）、
患
者
様
で
な

く
て
も
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

ご
自
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い

る
地
域
の
高
齢
者
の
方
が
、

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
豊
か
な
在
宅
生
活
が

保
て
る
よ
う
、
保
健
・
福
祉
・

医
療
と
連
携
を
取
り
サ
ポ
ー
ト

い
た
し
ま
す
。

　
退
院
後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

さ
て
、
茅
ヶ
崎
新
北
陵
病
院

内
に
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
が
あ
り
、
私
た
ち

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
主
治
医
・

病
棟
看
護
師
・
相
談
員
・
リ
ハ

ビ
リ
科
・
栄
養
科
と
の
連
携
を

常
に
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
院
の
契
機
と
な
っ
た
病
気

が
原
因
で
、
身
体
の
状
態
が
大

き
く
変
わ
る
患
者
様
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ご
本

人
・
ご
家
族
と
相
談
を
行
い
、

入
院
中
よ
り
退
院
後
の
生
活
を

想
定
し
て
、
ご
自
宅
を
リ
ハ
ビ

リ
ス
タ
ッ
フ
と
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
、「
手
す
り
が
な
い
」「
段

差
が
あ
る
」
な
ど
、
不
安
の
解

消
に
繋
が
る
要
因
の
確
認
を
行

い
ま
す
。
同
時
に
、「
必
要
に

な
る
の
で
は
」
と
考
え
ら
れ
る

環
境
設
定
の
提
案
や
、
退
院
後

の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
へ
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
る
よ
う
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提

供
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー
プ

に
は
在
宅
生
活
に
提
供
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
・

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
訪
問
看
護
・

訪
問
介
護
・
短
期
入
所
療
養
介

護
な
ど
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
も
活
か
し
な
が
ら
、
お
一

人
お
ひ
と
り
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
適
切

な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
に
つ
と

め
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
笑
顔
で

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る
事

業
所
を
目
指
し
、
み
な
さ
ま
の

架
け
橋
と
な
る
べ
く
地
域
に
密

着
し
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
る
存
在
と
な
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
こ
の
頃
物
忘
れ
が
多
い
な

あ
‥
‥
」「
思
う
よ
う
に
動
け

な
く
て
不
自
由
だ
な
あ
‥
‥
」

「
介
護
に
疲
れ
た
な
あ
‥
‥
」

「
‥
‥
で
も
、
楽
し
く
生
活
が

し
た
い
」
な
ど
な
ど
、
そ
ん
な

時
は
一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ

ま
で
も
笑
顔
あ
る
暮
ら
し
が
で

き
る
よ
う
お
手
伝
い
い
た
し
ま

す
。
私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
取
材
協
力
／
茅
ヶ
崎
新
北
陵

病
院　

居
宅
介
護
支
援
事
業

所　

☎
０
４
６
７
―
５
３
―

４
１
１
１

正 茅ヶ崎駅正 非

湘南さくら病院

作業療法士・薬剤師・看護師・看護補助

【職種】① 作業療法士　② 薬剤師　③ 看護師　④ 看護補助　
【給与】（月給例は、経験１０年）
　　　 ① 309,700 円　   
　　　 ② 282,400 円～
　　　 ③ 355,700 円　時給 1,500 円〜（夜勤 )1 回 24,000 円〜
　　　 ④ 230,400 円　（介護福祉士）時給 1,300 円  （介護士）時給 1,200 円
　　　　　★ 車通勤可（駐車場無料）　★最寄駅（茅ケ崎・湘南台）からシャトルバスあり
　　　　 ★ 非常勤時間帯は相談可能

☎ 0467-54-2255
〒 253-0081 茅ケ崎市下寺尾１８３３ 問い合わせ：（総務課）神部

残業	0 時	間。	定時退勤できます。

医療法人社団

康 心 会  

茅ヶ崎駅登録ヘルパー

【職種】登録ヘルパー
【給与】
身体介護　　１時間 1,800 円～　　　
生活支援　　１時間 1,400 円～　　　
移動費、定例会費、研修費、処遇改善費

 ふれあい北口ケアセンター
☎ 0467-57-1902
〒２５３-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎２－１－３８
ソシエ１番館１Ｆ 問い合わせ：（管理者 ) 葛原

  ★ヘルパー 2 級または介護初任者研修修了者　原則

非

医療法人社団 康心会 

在宅生活のお手伝いを一緒にしませんか
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チーム医療

痛
み
を
緩
和
し
、
心
の
不
安
に
も
寄
り
添
う

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
と
緩
和
ケ
ア
外
来

　
　
　
　
取
材
協
力
／
湘
南
東
部
総
合
病
院

高齢者と薬 パート②　 ～その症状、薬が原因では？～
　加齢により薬剤の代謝・排泄機能は低
下するので、常用量でも副作用が出やす
くなります。また、多種類の薬を飲むこ
とで薬物相互作用の危険も増し、飲み忘
れの問題も抱えます。高齢者が遭遇しや
すい薬のトラブルについてわかりやすく
お話しします。

 ◇次回の予告
　８月下旬 開催予定

医学講座 7月25日（火）14：00 ～ 15：00

茅ヶ崎新北陵病院 　内科  神田 啓子 医師　

会場：茅ヶ崎新北陵病院 ２階 多目的室
茅ヶ崎市行谷 583-1　お問合せ ☎ 0467-53-4111（担当 香川）

茅ヶ崎駅

北
茅
ヶ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅 茅ヶ崎新北陵病院

■ 交通のご案内
茅ケ崎駅北口または湘南台駅西口から
無料シャトルバス

参加無料

　

ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病
棟
は
、
が
ん
に
伴
う
苦

痛
で
お
悩
み
の
方
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
、
専
門
的

治
療
・
看
護
を
行
う
病
棟
で
す
。
外
来
の
相
談
に

も
対
応
し
て
い
る
、
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
緩
和

ケ
ア
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

に
つ
い
て
く
わ
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
。
緩
和
ケ
ア
科
に
は
３
名

の
医
師
が
在
籍
し
て
い
ま
す

（
消
化
器
内
科　

平
野
克
治
医

師
、麻
酔
科　

武
田
康
二
医
師
、

乳
が
ん
治
療
／
精
神
科　

坂
口

貴
子
医
師
）。

　

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
す
る

方
の
約
半
数
が
消
化
器
の
が
ん

で
、
そ
の
専
門
医
が
い
る
こ
と

は
大
変
心
強
い
で
す
。
黄
疸

の
た
め
に
胆
管
ド
レ
ナ
ー
ジ

チ
ュ
ー
ブ
を
お
持
ち
だ
っ
た

り
、
経
管
栄
養
で
胃
瘻
・
腸
瘻

が
あ
っ
て
も
入
院
ケ
ア
で
き
ま

す
し
、
急
な
消
化
管
か
ら
の
出

血
に
も
対
応
可
能
で
す
。

　
痛
み
や
心
の
不
安
に
は

Ｑ
．
痛
み
な
ど
に
は
ど
う
対
応

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
患
者
様
の
一
番
の
辛
さ
と

言
え
る
の
が
痛
み
で
す
。
疼
痛

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
麻
酔
科
医

が
専
門
で
す
が
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
に
麻
酔
科
医
が
い
る
こ
と
は

多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

当
院
で
は
担
当
麻
酔
科
医
師
に

よ
り
、
局
所
麻
酔
に
よ
る
「
神

経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
」
を
用
い
て

患
者
様
の
痛
み
を
緩
和
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
最
近
増
加
し
て
い
る

乳
が
ん
を
専
門
と
す
る
医
師
が

い
る
こ
と
も
心
強
い
こ
と
で

Ｑ
．
湘
南
東
部
総
合
病
院
で

は
、
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病
棟

を
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
に

開
設
し
た
そ
う
で
す
ね
？

Ａ
．
そ
う
で
す
。
湘
南
東
部
総

合
病
院
に
は
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

プ
で
は
唯
一
の
ホ
ス
ピ
ス
緩
和

ケ
ア
病
棟
が
あ
り
ま
す
。
７
月

１
日
現
在
、
病
床
数
は
関
東
で

は
２
番
目
に
多
く
、
神
奈
川
県

で
は
１
番
多
い
32
床
で
す
。
16

床
の
個
室
と
４
部
屋
の
大
部
屋

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
と
は
？

Ｑ
．
多
く
の
方
が
、
抗
が
ん
剤

治
療
を
行
う
な
ど
闘
病
中
の
様

子
を
ブ
ロ
グ
で
公
表
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

Ａ
．
抗
が
ん
剤
治
療
に
も
い
く

つ
か
種
類
が
あ
り
、
が
ん
細
胞

を
標
的
に
し
た
も
の
を
化
学
療

法
と
い
い
ま
す
。

　

が
ん
に
は
、
手
術
な
ど
の
根

治
療
法
、
症
状
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
た
め
の
抗
が
ん
剤
治

療
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
い
わ

ゆ
る
化
学
療
法
、
放
射
線
治
療

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
が
ん

治
療
を
受
け
た
く
て
も
、
が
ん

の
進
行
具
合
や
が
ん
の
発
生
部

位
に
よ
っ
て
効
果
が
見
込
め
な

く
な
っ
た
方
も
い
ま
す
し
、
あ

る
い
は
ご
本
人
の
意
志
に
よ
り

治
療
を
受
け
な
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
方
が
普
段
の
日

常
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
、

最
終
的
な
看
取
り
ま
で
の
時
間

の
過
ご
し
方
を
決
め
る
こ
と
が

と
て
も
重
要
で
す
。

　

今
、
看
取
り
の
場
と
し
て
国

は
自
宅
療
養
を
進
め
て
き
て
い

ま
す
が
、
ご
家
族
の
中
に
は
、

急
変
時
の
対
応
に
不
安
を
お
持

ち
の
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ま
た
、
不
安
が
あ
る
、

患
者
様
ご
本
人
の
痛
み
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
必
要
、
と
い
う
方

も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
適
切
に
対
応
で
き
る
の
が
緩

和
ケ
ア
病
棟
な
の
で
す
。

　
湘
南
東
部
総
合
病
院
で
は

Ｑ
．
湘
南
東
部
総
合
病
院
の
特

徴
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ
．
当
院
は
緩
和
ケ

ア
病
棟
で
も
チ
ー
ム

医
療
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

リ
ハ
ビ
リ
セ
ラ
ピ
ス

ト
た
ち
が
患
者
様
に

関
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
チ
ー
ム

を
構
成
す
る
医
師
陣

す
。
治
療
に
関
連
す

る
こ
と
も
相
談
可
能

で
す
。

　

さ
ら
に
、
が
ん
の

進
行
が
す
す
む
と
患

者
さ
ま
に
は
せ
ん
妄

症
状
や
吐
き
気
、
不

眠
症
状
が
現
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
薬
物
投

与
や
精
神
療
法
を
行

え
る
こ
と
は
当
院
の

強
み
で
あ
り
ま
す
。

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
緩
和
ケ

ア
病
棟
で
は
こ
の
医
師
３
名
が

中
心
と
な
っ
て
患
者
さ
ま
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
「
緩
和
ケ
ア
外
来
」
も

Ｑ
．
外
来
も
設
け
て
い
る
そ
う

で
す
ね

Ａ
．
え
え
。
当
院
の
緩
和
ケ
ア

内
科
で
は
、
緩
和
ケ
ア
の
外
来

も
行
っ
て
い
ま
す
。
入
院
が
必

要
で
は
な
い
方
が
、
通
院
し
な

が
ら
自
宅
で
の
療
養
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は
連

携
を
取
っ
て
、
訪
問
診
療
、
訪

問
看
護
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

７
月
１
日
現
在
、
湘
南
地
区

と
周
辺
で
緩
和
ケ
ア
の
外
来
を

設
け
て
い
る
の
は
、
湘
南
東
部

総
合
病
院
だ
け
で
す
の
で
、
お

近
く
の
方
は
ぜ
ひ
、
ご
相
談
に

い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
見
学
な
ど
を
随
時
受

付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興

味
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
が
ん
の
治
療
に
疲
弊
さ
れ

た
方
や
ご
家
族
も
、
い
ち
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院　

☎

０
４
６
７
―
８
３
―
９
１
１
１

㈹
（
緩
和
ケ
ア
病
棟
南
雲
課

長
）　

☎
０
４
６
７
―
８
３
―

９
０
９
１
（
医
療
社
会
サ
ー
ビ

ス
部　
相
談
室
直
通
）

「気持ちにも寄り添った看護」を実践しています

左から武田医師、南雲看護課長、平野医師

夏
休
み
小
中
学
生
向
け
公
開
講
座
を
開
催

湘
南
医
療
大
学

２
０
１
７
年
３
月
に
実
施
し
た
、

中
学
生
向
け
職
業
体
験
講
座

模
擬
演
習
で
洗
髪
を
学
ん
で
い
ま
す

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
で

は
、
３
年
生
が
実
習
に
出
る
前

の
演
習
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
「
看
護
学
科
」
で

実
施
し
て
い
る「
看
護
技
術（
洗

髪
）」
の
演
習
（
写
真
）
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

洗
髪
の
目
的
は
身
体
的
に
は

「
頭
部
を
清
潔
に
保
ち
皮
膚
の

新
陳
代
謝
を
高
め
、
感
染
を
予

防
す
る
」
精
神
的
に
は
「
気
分

を
爽
快
に
し
て
闘
病
意
欲
を
引

き
出
す
」
事
に
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
演
習
で
は
今
ま
で

学
ん
だ
解
剖
学
や
生
理
学
及
び

看
護
の
基
礎
知
識
を
基
に
、
安

全
・
安
楽
を
考
え
た
手
法
を
要

求
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
は
、
お
互
い
に
模
擬

演
習
で
患
者
や
洗
う
側
と
な

り
、
実
際
に
お
湯
を
使
っ
て
髪

を
洗
っ
て
み
ま
す
。
そ
こ
で
は

患
者
様
に
と
っ
て
よ
り
安
全
で

質
の
高
い
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
湯
温
、
洗
う
順
番
、
時

間
な
ど
を
確
認
し
、
洗
う
圧
力

は
適
当
か
、
洗
い
残
し
は
な
い

か
な
ど
学
生
同
士
が
確
認
し
ま

す
。
実
体
験
が
患
者
様
に
満
足

頂
け
る
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ

と
へ
の
第
一
歩
で
す
。
今
、
学

生
た
ち
は
、
技
術
の
高
い
看
護

師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校　
☎

０
４
６
７
―
８
６
―
６
０
１
１

二
日
間
で
資
格
取
得
　
喀
痰
吸
引
等
研
修

ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ
ン
タ
ー

　

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
の

法
改
正
に
よ
り
、
一
定
の
研
修

を
修
了
し
た
介
護
職
員
の
方

は
、
病
院
や
施
設
な
ど
の
患
者

様
の
た
ん
の
吸
引
や
経
管
栄
養

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

た
ん
の
吸
引
な
ど
を
行
う
に

は
、
通
常
は
喀
痰
吸
引
等
研
修

を
受
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

を
修
了
し
た
方
も
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
、
ほ
と
ん
ど
の
実
務
者

研
修
実
施
機
関
で
は
、
喀
痰
吸

引
と
経
管
栄
養
（
＝
医
療
的
ケ

ア
）
の
実
地
研
修
ま
で
は
行
っ

て
い
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な

方
は
別
に
実
地
研
修
を
修
了
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
、
ふ
れ
あ
い
医
療
福

祉
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
実
務

者
研
修
を
修
了
し
た
方
を
対
象

に
、
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
「
実

地
研
修
の
み
の
コ
ー
ス
」
を
ご

用
意
し
ま
し
た
。
事
前
に
受
講

希
望
日
を
お
聞
き
し
た
上
で
指

定
病
院
と
日
程
調
整
を
行
う
の

で
、
お
仕
事
な
ど
の
都
合
に
あ

わ
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
実
地

研
修
前
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

使
用
し
て
手
順
の
確
認
を
す
る

の
で
（
写
真
）、
安
心
し
て
受

講
で
き
ま
す
。

　

日
程
は
、手
順
確
認
が
半
日
、

実
地
研
修
が
１
日
で
す
。
本
研

修
の
修
了
で
医
療
的
ケ
ア
の
実

践
が
可
能
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
受
講
を
ご
検
討
く

だ
さ
い
。受
講
料
は
５
万
円（
税

込
）。
随
時
、
申
込
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
れ
あ
い
医
療
福
祉
研
修
セ

ン
タ
ー　
☎
０
４
６
７
―
８
４

―
０
５
７
６

　

湘
南
医
療
大
学
で
は
、
夏
休

み
に
小
中
学
生
対
象
の
公
開
講

座
を
２
講
座
開
講
い
た
し
ま

す
。
お
一
人
で
の
参
加
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
方
と

と
も
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
や
思

い
出
づ
く
り
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

◆
７
月
22
日
（
土
）

　
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
ど
ん
な

の
？ 

～ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

～

 　
（
小
学
４
～
６
年
生
対
象
）

　
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
し
て

み
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　

２
０
２
０
年
東
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
種
目
に
は
「
パ
ラ
ス

ポ
ー
ツ
」（
障
害
者
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
）
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
や
「
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
は
聞
い
た
こ

と
は
あ
る
け
ど
、
実
際
に
体
験

し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
少
な
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
と
つ
の

「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
」
を
体
験
し

な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
と
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
を

ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

か
？

　　
　
　
　

〇

◆
８
月
５
日
（
土
）

　
み
ん
な
で
考
え
よ
う
子
ど
も

の
事
故
！ 

～ 

幼
児
視
野
体
験

を
と
お
し
て 

～

　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
対
象
）

　

子
ど
も
の
「
不
慮
の
（
思
い

が
け
な
い
）
事
故
」
は
、
１
歳

か
ら
９
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
、

死
亡
す
る
原
因
の
第
２
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
事
故
の
中
で
も
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
が
最
も
多

い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
何
故
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　

幼
児
の
視
野
体
験
を
と
お
し

て
、
幼
児
期
の
成
長
発
達
の
特

徴
を
知
り
、
事
故
の
原
因
と
予

防
方
法
を
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　

〇

　

公
開
講
座
は
、
７
月
22
日
、

８
月
５
日
と
も
に
10
～
12
時
の

開
催
で
す
。
講
義
終
了
後
に
希

望
さ
れ
る
方
は
校
内
見
学
も
可

能
で
す
。
講
座
の
詳
細
は
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ

さ
い　
（ http://sums.ac.jp/ 

）。
　

対
象
学
年
で
な
く
て
も
、
参

加
し
た
い
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
参
加
の

お
申
込
み
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
か
、
お
電
話
で
。

■
湘
南
医
療
大
学　
☎
０
４
５

―
８
２
１
―
０
１
０
９
（
地
域

連
携
室
）

参加無料

医学講座 7月２5日（火）14：00 ～ 15：00（予定）

茅ヶ崎中央病院　総合診療科  山田 春木 院長代行

びっくりポンでは腫瘍マーカーが泣く！～特定健診 ・希望健診について～
　年齢を重ねるほど検診は重要なので
す。毎年効率良く受けられるのが特定
健診であり希望健診。しかし残念なこ
とに「パス」しているご年配の方が多
いのです。健診の意義、結果をどう役
立てるのか、希望健診項目で分かるこ
と等、お話しします。
 ◇次回の予告
　８／２９　露木看護課長「応急手当の基礎講座 緊
　 急時に身近なもので出来ることとは⁉」

会場：湘南ふれあいの園 ２階 ラウンジ
茅ヶ崎市茅ヶ崎 2-2-3　お問合せ ☎ 0467-86-6530（茅ヶ崎中央病院）

JR茅ケ崎駅
北口

茅ヶ崎
市役所

茅ヶ崎
中央病院

湘南ふれあいの園

■ 交通のご案内
 JR茅ケ崎駅北口より徒歩５分

通所リハビリ看護職員・ケアマネージャー・医療事務・調理補助正

【職種】① 通所リハビリ看護職員　② ケアマネージャー
　　　 ③医療事務　④ 調理補助

【給与】
　　　  ①  190,000 円 ～ 300,000 円
　 　　②  215,000 円 ～ 265,000 円
     　  ③  159,000 円 ～ 215,000 円
 　　   ④ 時給 950 円（日祝 1,000 円）

医療法人社団

康 心 会 
☎ 0467-53-4111 茅ケ崎新北陵病院

 茅ヶ崎駅

★ 車通勤可（無料駐車場あり）　★ 無料送迎バスあり（茅ヶ崎駅・湘南台駅方面）
★ 併設保育園あり（有資格者）　★ 学会・研修会参加制度あり

〒 253-0007 茅ヶ崎市行谷 583-1 問い合わせ：（総務課）馬場

病院併設通所リハビリ看護職員募集！

非 正 下田駅看護師・作業療法士・精神保健福祉士

【職種】① 看護師　② 作業療法士　
　　　 ③ 精神保健福祉士

【給与】　（月給例は、経験１０年）
　　　 ① 355,700 円　
　　　 ② 309,700 円
　　　 ③ 249,500 円

 ふれあい南伊豆ホスピタル

Ｉターン・Ｕターン大歓迎！

☎ 0558-62-1461
〒 415-0151 静岡県賀茂郡南伊豆町青市 848
問い合わせ：（総務課）　西川・寺嶋

★職員寮有ります　※１ルームから一軒屋の古民家までご希望の生
活スタイルに合わせた物件有り　★無農薬自家菜園、釣り（磯、ル
アー）、サーフィンなど趣味を満喫し仕事も充実したい方に最適な
職場です　★車通勤可　★研修制度も充実しています

医療法人社団 辰五会
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参加無料

医学講座 7月25日（火）14：00 ～ 15：00 

湘南さくら病院　  黒住 享弘 臨床心理士 

回想法で認知機能を改善しよう ～回想法の効果や方法について～
　認知症のリハビリの一つに、思
い出を語ることで認知症の進行を
遅らせ、精神的な安定を図る回想
法があります。効果や方法につい
て実践しながら紹介します。

茅ヶ崎駅

北
茅
ヶ
崎
駅

香
川
駅

寒 川 駅

文教大学

湘南さくら病院

■ 交通のご案内
茅ケ崎駅または湘南台駅から神奈中バス

「文教大学」行き終点下車で徒歩８分 会場：湘南さくら病院 １階 作業療法室
茅ヶ崎市下寺尾 1833　お問合せ ☎ 0467-54-2255（総務課）

 ◇次回の予告
　8/19　精神科　斉藤仁咲 医師

　

近
年
、
肺
炎
は
死
亡
率
の
第
３
位
と
な
っ
て

い
て
、多
く
の
高
齢
者
の
命
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

早
め
に
受
診
し
、
重
症
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

重
症
化
し
や
す
く
死
に
至
る
こ
と
も

　

高
齢
者
の
肺
炎
は
早
め
の
受
診
を

繰
り
返
す
と
薬
が
効
き
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
る

　

 

高
齢
者
の
誤
嚥
性
肺
炎

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
　
菅
井 

桂
雄 
院
長

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
多
く
の
高
齢
者
の
死
亡
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
治

療
と
予
防
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ふ
れ
あ
い
平
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル
の
菅
井
桂
雄
院
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

菅井 桂雄　院長
( すがい　たかお )
ふれあい平塚ホスピタル

【外科】

参加無料

医学講座 7月28日（金）13：30 ～ 15：00 （13：00 受付開始）

ふれあい平塚ホスピタル  総合診療科  兼坂　茂  副院長

高齢者の低栄養について ～体重減少と筋力低下～
　最近、歩行速度が遅くなったり、体重が
減少してきてはいませんか？高齢者が低栄
養になる原因と注意点を皆様にわかりやす
くご説明します。講座終了後には、病院長
との懇話会も開催いたします。また個別相
談、病院見学会も受付いたします。

平　塚　駅
南 口 

バスターミナル

JR東海道線 茅ヶ崎➡⬅小田原

国道134号線

JA●

ハローワーク●

湘
南
な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

ふれあい平塚
ホスピタル

■ 交通のご案内
JR平塚駅南口より徒歩15分
または神奈中バス14・15・16系統で３分

 ◇次回の予告
　8/30　リハビリテーションとは何か

会場：ふれあい平塚ホスピタル ５階 会議室
平塚市袖ヶ浜 1-12　お問合せ ☎ 0463-22-4105（総務課）

認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

 

回
想
法
は
家
庭
で
も
取
り
組
め
ま
す 

　

認
知
症
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ

と
で
、症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
方
法
の
一
つ
が
回
想
法
で
す
。

　

認
知
症
の
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法

の
一
つ
が
、
回
想
法
で
す
。
こ

れ
は
、
思
い
出
を
語
っ
て
脳
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
、
精
神
的

な
安
定
を
図
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
は
、
短
期
記
憶

と
い
っ
て
少
し
前
に
あ
っ
た
こ

と
を
記
憶
す
る
こ
と
は
得
意
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昔

の
こ
と
に
つ
い
て
は
覚
え
て
い

る
こ
と
が
多
い
た
め
、
回
想
法

を
行
え
ま
す
。

　
回
想
法
の
効
果

　

昔
の
こ
と
を
思
い
出
そ
う
と

し
た
り
、
他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
す
る

こ
と
で
、
脳
が
活
性
化
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
認
知
症
の
症

状
の
進
行
を
遅
ら
せ
た
り
、
過

去
を
振
り
返
る
こ
と
で
失
っ
て

い
た
自
信
を
取
り
戻
せ
た
り
し

ま
す
（
※
効
果
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
）。

　
家
庭
で
も
取
り
組
め
ま
す

　

病
院
や
介
護
老
人
保
健
施
設

な
ど
で
は
、
６
人
ほ
ど
で
行
う

「
グ
ル
ー
プ
回
想
法
」（
写
真
）

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
が
、
１

対
１
で
行
う
「
個
人
回
想
法
」

も
あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
回
想
法
は
専
門
家

と
一
緒
に
行
う
の
が
一
般
的
で

す
が
、
個
人
回
想
法
は
、
特
別

な
知
識
が
な
く
て
も
家
庭
で
気

軽
に
取
り
組
め
ま
す
。
ぜ
ひ
実

践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
も
、
回
想

法
の
や
り
方
が
簡
単
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

老
化
の
予
防

　

生
活
の
中
に
運
動
す
る
習
慣
を 

　
「
老
化
に
よ
る
身
体
的
な
変

化
に
は
、
視
力
の
低
下
、
耳
の

聞
こ
え
に
く
さ
、
関
節
痛
、
疲

れ
や
す
く
な
る
、
息
が
切
れ
る

な
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
ら
に
よ
り
外
出
す

る
機
会
や
運
動
量
が
減
る
こ
と

で
、心
肺
機
能
や
筋
力
が
落
ち
、

老
化
に
拍
車
が
か
か
り
ま
す
」

　
湘
南
さ
く
ら
病
院
で
は

の
コ
ー
ス
を
回
っ
た
り
、
神
社

ま
で
行
っ
た
り
と
、
積
極
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

黙
々
と
歩
く
の
で
は
な
く
、

季
節
や
景
色
、
ご
自
身
の
病
気

の
事
な
ど
話
し
な
が
ら
歩
き
ま

す
。
週
３
回
で
す
の
で
、
老
化

予
防
と
し
て
の
効
果
よ
り
も
、

衰
え
た
足
腰
に
刺
激
を
加
え
た

り
、
屋
外
の
空
気
や
音
な
ど
か

ら
得
ら
れ
る
刺
激
を
期
待
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
、
１
日
20
分
程

度
の
歩
行
で
老
化
予
防
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
歩
く
際
に

は
、
背
筋
を
伸
ば
し
、
大
股
で

腕
も
し
っ
か
り
と
振
り
、
息
が

軽
く
弾
む
程
度
の
ペ
ー
ス
を
心

掛
け
て
下
さ
い
。

　

当
院
は
、
認
知
症
の
方
を
含

む
高
齢
の
方
々
を
、
ご
家
族
も

含
め
て
医
療
面
で
支
援
し
て
お

り
ま
す
。
お
困
り
ご
と
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。（
※

効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま

す
）

■
取
材
協
力
／
湘
南
さ
く
ら
病

院　

☎
０
４
６
７
―
５
４
―

２
２
５
５

　
「
当
院
で
は
、
入
院
患
者
様

に
当
初
の
１
か
月
、
週
に
３
回

行
う
『
認
知
症
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
』
と
い
う
枠
組
み
の
中

で
、
１
対
１
の
リ
ハ
ビ
リ
の
時

間
を
設
け
て
、
お
一
人
お
ひ
と

り
に
あ
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

基
づ
き
、
歩
行
に
関
わ
ら
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

歩
け
る
方
に
は
当
院
の
敷
地

を
出
て
、
近
く
の
中
学
校
ま
で

　

一
般
的
に
30
歳
ご
ろ
か
ら
始
ま
れ
る
と
さ
れ
る
老

化
。
１
日
20
分
程
度
の
歩
行
で
老
化
予
防
の
効
果
が
期

待
で
き
る
そ
う
で
す
。
湘
南
さ
く
ら
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　食べ物を口の中で咀嚼し固ま
り（食塊）をつくった後は、①上
咽頭が鼻腔を遮断します②舌が凸
型になって口腔を遮断します③嚥
下の反射が誘発されます④咽頭拳
が上がって、咽頭腔が閉じます。 
　その後、咽頭が収縮して、食道の
入り口が開いて大きくなり、食塊

（食べ物）が食道に送られます。

嚥下の仕組み

茅ヶ崎駅介護福祉士・介護士

【職種】① 介護福祉士
　　 　② 介護士　

【給与】① 時給 1,200 円〜 1,300 円
　        （夜勤 20,000 円 /1 回　希望者のみ）
            ② 時給 1,100 円〜 1,200 円
　        （夜勤 18,500 円 /1 回　希望者のみ）
              ※夜勤専従も募集中！

 湘南ふれあいの園 湘南東部

有料老人ホームで働いてみませんか！

☎ 0467-57-6050
〒 253-0083　茅ヶ崎市西久保７４５
問い合わせ：（総務課）　鈴木

★グループ病院受診時の医療費補助あり。　★グループ病院との連
携により夜間急患発生時も安心の体制です。　★平成 23 年開設。
災害にも安心の新しいホームです。

介護付有料ホーム

非 正 平塚駅正 非

ふれあい平塚ホスピタル

看護師・准看護師・看護補助・総務課事務

【職種】① 看護師　② 准看護師  ③ 看護補助　④ 総務課事務　 
【給与】（月給例は、経験１０年）
　　① 355,700 円～
　   ② 298,600 円～
　　③（介護福祉士）256,700 円～ （介護士）230,400 円～　
　　④ 244,500 円～　( 当直 1 回 5,000 円）
　　　                  ★ 平塚駅南口より徒歩 10 分！

☎ 0463-22-4105
〒 254-0821　平塚市袖ケ浜 1-12
問い合わせ：（総務課）井藤

ブランクのある方でもご応募下さい！

医療法人社団

健 齢 会  

　

大
正
時
代
に
は
日
本
人
の
死

因
の
第
１
位
だ
っ
た
肺
炎
は
、

戦
後
に
抗
生
物
質
が
登
場
し
た

お
蔭
で
死
亡
者
数
が
急
減
し
、

４
位
に
ま
で
順
位
を
下
げ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
１
９
８
０
年

以
降
再
び
増
え
は
じ
め
、
現
在

で
は
死
亡
原
因
の
第
３
位
と

な
っ
て
い
ま
す
（
第
１
位
は
が

ん
、第
２
位
は
心
疾
患
）。な
お
、

85
歳
以
上
の
高
齢
者
の
肺
炎
に

よ
る
死
亡
率
は
性
別
に
関
わ
ら

ず
若
年
成
人
の
千
倍
以
上
で
、

90
歳
以
上
の
男
性
に
限
れ
ば
死

因
の
第
１
位
は
肺
炎
で
す
。

　
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が
多
い

　

肺
炎
は
、
高
熱
に
な
る
印
象

が
強
い
の
で
す
が
、
高
齢
者
の

場
合
は
、
発
熱
、
せ
き
、
喀
痰

な
ど
通
常
の
症
状
を
訴
え
な
い

こ
と
も
多
く
、
な
ん
と
な
く
元

気
が
な
い
、
倦
怠
感
を
訴
え
る

だ
け
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
食

事
中
の
む
せ
こ
み
、
常
に
喉
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
鳴
っ
て
い
る
、
唾
液

が
呑
み
込
め
な
い
、
食
事
に
時

間
が
か
か
る
、
た
ん
が
汚
い
な

ど
も
疑
わ
し
い
症
状
で
す
。

　

進
行
が
早
く
重
症
化
し
や
す

い
の
も
高
齢
者
の
特
徴
で
す
の

で
、
い
つ
も
と
様
子
が
違
っ
た

ら
、
周
囲
の
人
が
「
肺
炎
か

も
？
」
と
疑
っ
て
、
早
め
に
受

診
す
る
こ
と
が
重
症
化
を
防
ぐ

第
一
歩
で
す
。

　

高
齢
者
の
肺
炎
予
防
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
有
効
で
す
。

も
し
感
染
し
て
も
重
症
化
を
防

ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。
多
く
の

市
町
村
で
、
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
（
定
期
接
種
）
が
行
わ

れ
、
公
的
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
に
も
注
意

　

高
齢
者
に
多
い
の
が
誤
嚥
性

肺
炎
で
、
食
べ
物
な
ど
が
誤
っ

て
気
道
に
入
り
、
そ
れ
が
も
と

で
肺
炎
に
な
り
ま
す
。
対
策
と

し
て
、医
療
機
関
の
中
に
は「
摂

食
・
嚥
下
外
来
」
を
設
け
た
り
、

呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
摂
食
・
嚥

下
外
来
で
は
、
食
べ
る
力
や
飲

み
込
む
力
を
検
査
し
、
必
要
な

筋
力
の
回
復
な
ど
を
目
指
し
ま

す
。
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
呼

吸
器
疾
患
の
特
性
を
理
解
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
呼
吸
練
習
、
呼
吸

筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
食
事
が
し
に
く
く

な
っ
た
方
や
家
族
は
、
相
談
す

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
繰
り
返
す
と
こ
わ
い

　
「
食
べ
物
や
飲
み
物
な
ど
を

飲
み
込
む
動
作
を
『
嚥
下
』
と

い
い
ま
す
。
誤
っ
て
気
道
に

入
っ
て
し
ま
う
の
が
『
誤
嚥
』

で
す
。
健
康
な
人
は
咽
頭
が
気

管
な
ど
を
塞
い
で
誤
嚥
が
起
き

に
く
い
の
で
す
が
、
高
齢
に
な

る
と
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
は
、
誤
嚥
が
一

因
と
な
り
引
き
起
こ
さ
れ
、
細

菌
が
唾
液
や
胃
液
と
共
に
肺
に

流
れ
込
ん
で
生
じ
る
肺
炎
で

す
。
高
齢
者
の
肺
炎
の
70
％
以

上
が
誤
嚥
に
関
係
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

再
発
を
繰
り
返
す
特
徴
が
あ

り
、
同
じ
薬
を
繰
り
返
し
使
う

こ
と
に
よ
っ
て
細
菌
が
薬
に
対

し
て
抵
抗
力
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
薬
が
効
か
な
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
優
れ

た
抗
菌
薬
治
療
が
開
発
さ
れ
て

い
る
現
在
で
も
治
療
困
難
な
こ

と
が
多
く
、
高
齢
者
の
死
亡
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

誤
嚥
が
起
こ
る
主
な
理
由
と

し
て
、
加
齢
や
脳
梗
塞
、
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
等
の
神
経
・
筋
疾

患
、
認
知
症
に
よ
る
嚥
下
機
能

の
低
下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
」

　
摂
食
・
嚥
下
外
来
、
呼
吸
リ
ハ
ビ
リ

　
「『
食
べ
る
』と
い
う
行
為
は
、

生
活
に
お
い
て
と
て
も
大
き
な

意
味
を
持
つ
も
の
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
観

点
か
ら
『
摂
食
・
嚥
下
外
来
』

を
設
け
て
い
ま
す
。
食
品
や
飲

料
を
上
手
く
飲
み
込
め
な
い
方

に
対
し
て
、
バ
リ
ウ
ム
の
入
っ

た
模
擬
食
品
を
実
際
に
口
か
ら

食
べ
て
い
た
だ
い
て
、
食
べ
る

機
能
や
飲
み
込
む
機
能
に
異
常

が
な
い
か
を
調
べ
る
『
嚥
下
造

影
検
査
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
言
語
聴
覚
士
を
中
心

と
し
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
口

腔
ケ
ア
、『
食
べ
る
、飲
み
込
む
』

等
の
練
習
に
加
え
、
安
全
に
食

べ
ら
れ
る
た
め
の
指
導
（
食
事

の
姿
勢
、
食
事
に
必
要
な
筋
力

強
化
）
を
実
施
し
、
患
者
様
が

安
全
か
つ
楽
し
く
生
活
で
き
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
呼
吸
器
系
の
病

気
治
療
に
必
要
な
専
門
知
識
を

備
え
た
『
呼
吸
療
法
認
定
士

（
＊
）』
を
２
名
配
置
し
、
誤
嚥

性
肺
炎
、
肺
炎
、
喘
息
、
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）

な
ど
の
患
者
様
に
対
し
、
呼
吸

練
習
や
痰
の
喀
出
の
援
助
、
全

身
の
運
動
な
ど
の
呼
吸
リ
ハ
ビ

リ
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

早
期
回
復
に
向
け
て
効
果
を
発

揮
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
を
中
心
に
多
職
種
が
連

携
し
、
早
期
か
ら
体
力
向
上
を

目
標
に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
組
み
、

栄
養
指
導
や
日
常
生
活
の
動
作

の
指
導
な
ど
、
退
院
後
も
健
康

な
体
で
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
や
呼
吸
で
お
困
り
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。  

　

＊
呼
吸
療
法
認
定
士
（
３
学

会
合
同
呼
吸
療
法
認
定
士
）：

呼
吸
器
疾
患
の
治
療
に
必
要
な

専
門
知
識
を
備
え
て
い
ま
す
。

必
要
な
講
習
を
受
講
し
、
試
験

に
合
格
し
て
認
定
を
受
け
た
有

資
格
者
で
、
呼
吸
器
医
療
チ
ー

ム
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
で
す
。

■
取
材
協
力
／
ふ
れ
あ
い
平
塚

ホ
ス
ピ
タ
ル　
☎
０
４
６
３
―

２
２
―
４
１
０
５


